
















































































































































第１回（５月） 体育館 顔合わせ・名前を覚えよう 自己紹介ポスター・風船バレー
第２回（７月） 体育館 一緒に遊ぼう トラバーリレー（パネル完成）
第３回（10月） 体育館 協力しよう ボール運びリレー（パネル完成）
第４回（12月） 体育館 一緒に作ろう そりリレー（クリスマスツリー装飾）






















































































図３－１　自尊感情アンケートの全体平均（６月実施）　      　　図３－2　自尊感情アンケート２月実施）
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なってきたと捉えられる。他者理解を強く拒んできた男子Ａにとっては，社会性の基礎となる部分が育ってきていると
推察できる。
６　まとめ
　本実践では，多くの小学校や中学校で実践されている縦割り班活動による異年齢交流活動が，知的障害・精神障害の
ある特別支援学校の高等部生徒の他者と関わろうとする意欲や関わる力（社会性）にどのように影響するかを検証して
きた。知的または精神における障害があり，これまでに良好な人間関係の形成の経験が乏しい生徒の場合，社会性の基
礎となる「人と関わろう」とする意欲の低さが人と関わる力の育成に少なからず影響してきた。さらに，新しい人間関
係を形成する経験の少ない生徒にとっては，他者という存在をどう認識するか，他者の個性をどう受け入れるか，他者
にどうアプローチしたら良いかなど，いくつもの内面的なハードルを越えなければならない。しかし，特別支援学校に
おいても，関わる必然性・必要性の設定，活動内容や手立ての工夫，関わるスキルの修得などを行うことにより，異年
齢交流活動によって青年期の生徒が他者との関わりにおける自己の存在を認めることができた。このことから，異年齢
交流活動が「社会性の基礎」の育成に効果をもたらすことが明らかになったと言える。
　しかも，小学部１年生から高等部３年生という幅広い年齢の児童生徒による交流というのは，他校種ではできない大
きな特徴であり，この年齢差が高等部生徒にとっては「自分が何とかしてあげなければ」という責任感を生み，関わる
原動力になったと考える。また，小・中学部の児童生徒にとっても，教師以外の人との関わりはとても貴重な経験であ
り，先輩の姿から影響を受けることは少なくない。普段個別対応が多く教師との人間関係が中心となっている児童にお
いても，回数を重ねるにしたがって，教師と離れ高等部生徒の関わりを受け入れて活動に参加できるようになった。つ
まり，この児童にとって，関わる相手が変わり新しい人間関係を作ることで，社会が広がったと捉えることができる。
　今後の課題としては，今回の実践は年間５回の「ふれあい集会」を中心とした活動にとどまったため，ペアを組んだ
子との関わりに重点が置かれてしまい，グループ集団としての関わりまでは深めることができなかった。関わる相手が
変わった時に適応するための手立ての工夫や，高等部の班長が小集団に対してどのように振る舞いどのように働きかけ
るかという社会的なスキルの習得に取り組んでいくことにより，実社会に近い社会性を身に付けていくことにつながる
と考える。
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